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1 . 超 高 齢 化 社 会 へ 対 応 す る た め の 課 題  

1 . 1 円 滑 な 技 術 継 承 （ 技 術 の 観 点 ）  

 戦 後 の 日 本 復 興 は 多 く の 技 術 者 に よ り 支 え ら れ て き

た 。 そ の 頃 か ら の 高 度 な 技 術 や 、 日 本 固 有 の 貴 重 な ノ

ウ ハ ウ ① は 高 齢 者 が 多 く 保 有 し て い る 。 し か し 、 超 高

齢 化 社 会 に 突 入 す る こ と で ② 若 手 へ の 技 術 継 承 が ス ム

ー ズ に 実 施 で き な い 場 合 が あ る 、  

 そ の た め 、 技 術 の 観 点 ③ か ら 円 滑 な 技 術 継 承 に よ り

日 本 の 技 術 を 継 続 し て い く こ と が 課 題 ④ で あ る 。  

 

1 . 2 担 い 手 確 保 （ 生 産 性 の 観 点 ）  

 今 後 の 日 本 は 超 高 齢 化 社 会 と 同 時 に 少 子 化 も 迎 え て

い る 。 こ の ま ま で 時 間 経 過 し て し ま う と 、 要 求 業 務 量

に 対 し 、 担 い 手 の 明 ら か な 不 足 に よ り 、 日 本 の 崩 壊 ⑤

に 繋 が り か ね な い 。  

そ の た め 、こ れ ま で や 今 後 の 日 本 産 業 を 永 続 的 に 成 長

さ せ て い く ⑥ た め に 、 生 産 性 の 観 点 ⑦ か ら 担 い 手 確 保

① 高度な技術や固有のノウハウとの表現は抽象的であり、電気電子分野における具体的な例示が必要

と考えます。 

② 技術継承がスムーズに実施できないのは「超高齢化社会に突入したから」としていますが、原因と

結果が結びつきません。直接の原因は、技術継承の仕組みがなかったり、継承者がいなかったりと

いった事柄ではないでしょうか。 

③ 技術の観点とは何を言いたいのでしょうか。どのような立場で技術継承を課題としてみているのか

読み手に伝わりません。 

④ 「技術継承により技術を継続」との表現は重複しています（手段と結果が同じ）。 
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が 課 題 で あ る 。  

 

1 . 3 イ ン フ ラ 強 靱 化 （ 生 活 環 境 の 観 点 ）  

 高 齢 者 が 住 み や す い ⑧ 生 活 空 間 を 提 供 す る 義 務 が

我 々 担 い 手 世 代 に あ る ⑨ 。「 バ リ ア フ リ ー 設 備 、 E V 、 空

調 、 照 明 」 な ど 快 適 な 生 活 を 形 成 す る イ ン フ ラ 環 境 ⑩

を 、 経 年 化 ⑪ や 災 害 （ 地 震 、 火 災 、 津 波 、 台 風 ） か ら

守 る こ と が 求 め ら れ て い る ⑫ 。  

 そ の た め 、 生 活 環 境 の 観 点 ⑬ か ら 、 電 力 設 備 ・ 通 信

設 備 ・ 各 種 配 線 （ 送 配 電 、 通 信 線 ） な ど の イ ン フ ラ を

強 靱 化 す る こ と が 課 題 ⑭ で あ る 。  

 

⑧ 「住みやすい」→「暮らしやすい」 

⑨ 義務といわれると懐疑的です。「提供する必要がある」くらいのトーンで良いのではないでしょう

か。 

⑩ インフラは社会基盤施設であり、括弧書き部分はインフラではありません。 

⑪ 経年化とは、長期間使用されていることであり、この状態から守るとはどのような状況なのか理解

できません。言いたいことは、経年劣化や老朽化ですかね。 

⑫ タイトルには強靭化とあるので、守るという表現は違和感があります。 

⑬ 生活環境の観点とインフラの強靭化が結びつきません。 

⑤ ちょっとオーバーですかね。イメージされている日本の崩壊を具体的に書いた方が良いです（例：

経済の停滞、国際競争力の低下、国の貧困など）。 

⑥ 「これまでや」とありますが、過去を成長させることは不可能です。 

⑦ 生産性とは生産要素の「投入量」に対する「産出量」の割合です。割合の観点とは一体どのような

立場なのでしょうか。文意からするに人材面の観点とかですかね。 
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2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 理 由  

 「 円 滑 な 技 術 継 承 」 が 、 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。

な ぜ な ら 、 円 滑 な 技 術 継 承 を 達 成 す る こ と で 、 他 課 題

も 解 決 す る こ と が で き る か ら で あ る ⑮ 。  

 

2 . 1 オ ー ト パ イ ロ ッ ト （ 自 動 運 転 ） に よ る 設 備 制 御  

 高 齢 者 の 経 験 知 や 暗 黙 知 を 若 手 に 伝 承 し て い く 時 間

は 限 ら れ て い る 。  

そ こ で 、 オ ー ト パ イ ロ ッ ト （ 自 動 運 転 ） を 導 入 す る 。

ま ず 、高 齢 者 の ノ ウ ハ ウ を A I や ロ ボ ッ ト に デ ー タ 記 憶

さ せ る 。 そ の 後 、 オ ー ト パ イ ロ ッ ト に よ り 工 場 設 備 を

安 定 稼 働 さ せ る ⑯ 。 若 手 へ の 技 術 伝 承 は 安 定 稼 働 さ せ

て い る 間 に お け る 高 齢 者 か ら の 直 接 O J T や 、 A I や ロ ボ

ッ ト か ら の 間 接 O J T ⑰ に て 時 間 を 効 率 的 に 使 い 実 施 す

る 。  

 

⑯ 技術継承の時間を確保するための手段として、オートパイロットを導入するとありますが、ノウハ

ウが人以外であっても継承できるのであれば、本質的な課題は解決しているのではありませんか。 

⑰ 若手技術者（人）に継承させる理由が分かりません（AI やロボットに技術継承済み）。 

⑮ 他課題とは何を指しているのか分かりません（のこり２つの課題ですかね）。また、なぜ解決でき

るのか分かりません。 

⑭ この項目全体に言えることですが、インフラの強靭化がなぜ高齢化社会に対応するための課題なの

か良く分かりません。前段落で説明している背景や問題点から、強靭化が必要とされる背景が十分

説明されていないことが要因と考えられます。 
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2 . 2 動 画 マ ニ ュ ア ル に よ る 技 術 継 承  

 高 齢 者 か ら の 技 術 継 承 方 法 に つ い て 、 書 面 マ ニ ュ ア

ル で は 理 解 が 進 み 辛 く 、 ま た マ ニ ュ ア ル 作 成 に も 時 間

を 要 す る 。  

 そ こ で 、 動 画 マ ニ ュ ア ル に よ り 技 術 継 承 を 行 う 。 作

成 す る 側 は 、 伝 承 す べ き 作 業 を 動 画 に 撮 る こ と が 主 で

あ る た め 大 き な 労 力 は 必 要 な い ⑱ 。 ま た 、 伝 承 受 け 側

も 動 画 に よ る 説 明 の た め 、 大 変 理 解 し 易 く 何 度 も 繰 り

返 し て 勉 強 す る こ と が 可 能 ⑲ で あ る 。 ⑳  

 

2 . 3 自 動 化 に よ る 省 力 化  

 技 術 伝 承 す る 対 象 作 業 と し て 、 全 て の 作 業 を 伝 承 す

る こ と は 困 難 で あ る ㉑ 。 そ の た め 、 生 産 設 備 の 自 動 化

に よ り ㉒ 省 力 化 を 図 り 、 主 力 化 し た 上 で 効 率 的 に 技 術

伝 承 を 実 施 し て い く 。  

 具 体 的 に は 、 セ ン サ ー や 構 内 カ メ ラ に よ り 設 備 の 異

常 検 知 を 行 う 。 ま た 、 ド ロ ー ン に よ る 設 備 自 動 点 検 も

実 施 す る こ と で 省 力 化 に 寄 与 ㉓ す る 。  

 

㉑ 技術継承を課題としているにもかかわらず、その解決策において技術継承だけでは無理と否定して

しまっては全体として何が言いたいのか読み手には伝わりません。「論点ずらしますよ」と宣言して

いるようなものです。 

 

⑱ 書面より動画の方が労力が少ないとの考えには疑義があります。編集作業や説明スキルなどもあり、

書面に比べて本当に労力が少ないと言えるのでしょうか。客観性に欠けています。 

⑲ 書面でも繰り返し勉強できるので、動画の優位性としてふさわしくありません。 

⑳ この観点は、電気電子分野における技術的視点が足りないと思います。 
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3 . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

3 . 1  新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 解 決 策 実 行 に 伴 い 、 A I ・ ロ ボ ッ ト ・ ド ロ ー ン な ど の

機 械 が 増 加 す る 。  

そ し て 、 こ れ ら の 設 備 は 通 常 し っ か り 制 御 さ れ て い

る が 、 予 期 せ ぬ 動 作 を す る リ ス ク ㉔ が あ る 。  

 

3 . 2 上 記 へ の 対 策  

 ① 各 シ ス テ ム や 設 備 を 構 築 す る 際 は 、 フ ェ ー ル セ ー

フ に 基 づ く 高 い 安 全 設 計 を 実 施 す る こ と で 予 期 せ ぬ 動

作 の リ ス ク を 減 少 さ せ る 。  

ま た 、 ② デ ジ タ ル ツ イ ン 活 用 に よ る オ ー ト パ イ ロ ッ

ト を 実 施 す る 。 具 体 的 に は 、 フ ィ ジ カ ル 空 間 で 取 得 し

た デ ー タ （ 圧 力 、 湿 度 、 振 動 ） を 、 サ イ バ ー 空 間 に 再

現 し 、 そ こ で 今 度 実 施 す る 操 作 を 一 旦 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン し て か ら 本 動 作 を 実 行 す る シ ー ケ ン ス プ ロ グ ラ ム を

構 成 す る 。  

最 後 に 、 ③ 通 常 の 生 産 設 備 は 自 動 モ ー ド で 運 転 す る

㉔ このリスクは、そもそもあるリスクであり、新たなリスクといえるのでしょうか。前段に機械が増

加するとあるので、「機会が増加することにより、従来無視できるくらいの発生頻度だったリスクが

顕在化する可能性がある」といった具合に新たなリスクであることを説明する必要があります。 

㉒ 「自動化により」という手段は、すでに 2.1 オートパイロットの項目で述べています。言葉は異な

りますが、重複しています。 

㉓ ここで説明すべきは、省力化ではなく継承方法です。論点がズレています。 
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が 、 万 が 一 予 期 せ ぬ 事 体 が 発 生 し た 場 合 は 、 手 動 モ ー

ド へ 切 換 え す る こ と で 未 知 の リ ス ク へ 対 応 す る 。 以 上  

 

この項目は、専門技術を踏まえて記載されており、良いと思います。指摘はありません。 


